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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第２四半期
連結累計期間

第35期
第２四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （千円） 11,295,225 4,591,076 18,626,327

経常利益 （千円） 1,397,926 55,314 2,134,492

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 972,197 55,323 1,307,386

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 972,714 58,046 1,315,008

純資産額 （千円） 10,538,874 10,732,407 10,887,460

総資産額 （千円） 38,026,081 45,922,642 41,332,750

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 153.66 7.71 193.84

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 152.06 7.69 191.99

自己資本比率 （％） 27.7 23.4 26.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,337,354 △6,148,672 △1,030,985

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △890,792 △779,356 △2,711,263

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,837,360 4,977,403 3,516,868

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 3,501,623 1,716,403 3,667,029

 

回次
第34期

第２四半期
連結会計期間

第35期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

自　2023年７月１日
至　2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 108.85 17.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第34期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、2022年６月20日に東京証券取

引所スタンダード市場に上場したため、新規上場日から第34期第２四半期連結会計期間末日までの平均株価

を期中平均株価とみなして算定しております。

３．第35期第２四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、第34期連

結会計年度の関連する主要な経営指標等について、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はあ

りません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、2023年１月20日に行われた株式会社エルアンドビーの株式取得による企業結合について、前連結会計年度にお

いて暫定的な会計処理を行っておりましたが、当第２四半期連結会計期間に確定したため、前連結会計年度との比

較・分析にあたっては、暫定的な会計処理の確定による見直し後の金額を用いております。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、緩やかな景気回復基調にあり、特にインバウンド需要の

回復等により外食や旅行などのサービス消費が増加傾向にありました。一方で、世界的な金融引き締めの継続に

より、米国や中国といった海外経済の先行きが懸念されており、また、金融資本市場の変動等の影響に注意が必

要です。

　当社グループは、不動産開発を通じて、土地の価値が最大限に発揮される可能性を追求する事業に取り組んで

おります。当社グループの不動産開発は、特定の建物用途に固執せず、「土地を起点とした発想」でプロジェク

トを構築し、中長期的なキャッシュ・フローの最大化ができるように柔軟な事業展開を行っております。不動産

売却による利益の一部は、賃貸用不動産の獲得に投資し、安定収益の上積みを継続することを基本戦略としてお

ります。

　当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高4,591,076千円（前年同期比59.4％減）、営

業利益214,932千円（前年同期比86.4％減）、経常利益55,314千円（前年同期比96.0％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益55,323千円（前年同期比94.3％減）となりました。

 

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

　なお、当社の不動産事業は自社による新規開発を伴う案件が主であり、物件の完成引渡しのタイミングで売上

が大きく計上されることから、前年同期比ではなく、年度予算に対する進捗状況を重視しております。

①不動産開発・賃貸事業

　当セグメントにおきましては、全体として用途を問わず堅調に稼働しており、予算をやや上回るペースで

収益を積上げております。一方で、2023年４月に取得した商業施設（ヤマイチGARDEN紀伊川辺）のリニュー

アルに伴う費用が発生しており、これらの結果、セグメント売上としては1,422,887千円（前年同期比

16.5％増）、セグメント利益は382,439千円（前年同期比16.6％減）となりました。

 

②不動産開発・販売事業

　当セグメントにおきましては、物価高やガソリン代の高騰等による先行きの不透明感から戸建分譲の客足

が低調となり、特に近畿圏の完成在庫の販売が課題となっております。これらの結果、セグメント売上とし

ては1,965,333千円（前年同期比48.9％減）、セグメント利益は174,364千円（前年同期比83.7％減）となり

ました。

 

③マンション事業

　当セグメントにおきましては、前年同期に新規完成物件の引渡しがあったことにより、売上及び利益が前

年同期比減少となりましたが、当第２四半期連結累計期間における完成在庫販売の進捗状況は堅調に推移

し、引渡し件数は計画どおりとなりました。これらの結果、セグメント売上としては1,057,793千円（前年

同期比82.7％減）、セグメント利益は27,113千円（前年同期比93.0％減）となりました。

 

④その他の事業

　当セグメントにおきましては、水道光熱費の上昇分を賃料等に一部転嫁したことから、予算を上回るペー

スで推移しております。これらの結果、セグメント売上としては145,061千円（前年同期比11.8％増）、セ

グメント利益は43,378千円（前年同期比72.3％増）となりました。
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財政状態の状況

（資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて4,589,891千円増加し、

45,922,642千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が1,870,027千円減少したこと及び販売用不

動産が347,664千円減少した一方で、仕掛販売用不動産が6,218,455千円増加したことによるものでありま

す。

 

（負債の部）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて4,744,944千円増加し、

35,190,234千円となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が556,478千円減少したこと及び長期

借入金が2,530,544千円減少した一方で、短期借入金が4,835,306千円増加したこと及び１年内返済予定の長

期借入金が2,891,039千円増加したことによるものであります。

 

（純資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて155,052千円減少し、

10,732,407千円となりました。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益55,323千円により利益剰

余金が増加した一方で、配当金の支払いにより利益剰余金が215,283千円減少したことによるものでありま

す。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は6,148,672千円となりました。主な増加要因は、税金等調整前四半期純

利益が80,667千円及び減価償却費313,691千円であり、主な減少要因は、棚卸資産の増加額5,870,791千円及

び法人税等の支払額376,596千円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は779,356千円となりました。主な増加要因は、有形固定資産の売却によ

る収入56,350千円であり、主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出834,712千円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、得られた資金は4,977,403千円となりました。主な増加要因は、短期借入金の純増額

4,841,806千円及び長期借入れよる収入1,168,800千円であり、主な減少要因は、長期借入金の返済による支

出814,804千円及び配当金の支払額215,283千円であります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はあり

ません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発事項

　該当事項はありません。

 

(6）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、主要な設備及び主要な設備の計画に著しい変動はありません。

 

(7）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,300,000

計 21,300,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2023年11月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,184,500 7,184,500
東京証券取引所

スタンダード市場

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であり

ます。なお、単元株式数は

100株であります。

計 7,184,500 7,184,500 － －

（注）　提出日現在発行数には、2023年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日

（注）

2,000 7,184,500 260 837,570 260 792,570

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除

く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

Ys' Assortment株式会社 和歌山県和歌山市西浜一丁目３番36号 4,000,000 55.67

ウィル・アセット株式会社 和歌山県和歌山市西浜一丁目２番９号 500,000 6.95

山田　茂 和歌山県和歌山市 289,800 4.03

堂村　眞由美 和歌山県和歌山市 266,200 3.70

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）

代表取締役社長 土屋　正裕

東京都中央区晴海１丁目８番12号 156,400 2.17

岡三証券株式会社

代表取締役会長　新芝　宏之
東京都中央区日本橋１丁目17番６号 130,100 1.81

森實　厚裕 愛知県名古屋市中区 120,000 1.67

株式会社ＳＢＩ証券

代表取締役社長 高村 正人
東京都港区六本木１丁目６番１号 83,355 1.16

小川　由晃 和歌山県和歌山市 60,000 0.83

ＢＢＨ ＬＵＸ／ＢＲＯＷＮ ＢＲＯＴ

ＨＥＲＳ ＨＡＲＲＩＭＡＮ （ＬＵＸ

ＥＭＢＯＵＲＧ） ＳＣＡ ＣＵＳＴＯ

ＤＩＡＮ ＦＯＲ ＳＭＤ－ＡＭ ＦＵ

ＮＤＳ － ＤＳＢＩ ＪＡＰＡＮ ＥＱ

ＵＩＴＹ ＳＭＡＬＬ ＣＡＰ ＡＢＳ

ＯＬＵＴＥ ＶＡＬＵＥ

（常任代理人）

株式会社三井住友銀行

80 ＲＯＵＴＥ Ｄ’ＥＳＣＨ ＬＵＸＥＭ

ＢＯＵＲＧ ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ Ｌ-

1470

（東京都千代田区丸の内１丁目１番２号）

49,900 0.69

計 － 5,655,755 78.72
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,182,000 71,820 －

単元未満株式 普通株式 2,500 － －

発行済株式総数  7,184,500 － －

総株主の議決権  － 71,820 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,773,631 2,903,603

売掛金 32,622 66,680

販売用不動産 3,740,687 3,393,023

仕掛販売用不動産 10,801,862 17,020,318

その他 553,830 783,155

貸倒引当金 △455 △455

流動資産合計 19,902,178 24,166,326

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,466,897 6,619,276

土地 12,115,395 12,263,414

その他（純額） 345,387 526,900

有形固定資産合計 18,927,679 19,409,591

無形固定資産   

のれん 1,085,583 1,028,414

その他 8,560 6,742

無形固定資産合計 1,094,143 1,035,156

投資その他の資産 1,408,748 1,311,567

固定資産合計 21,430,571 21,756,316

資産合計 41,332,750 45,922,642
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 928,943 372,464

短期借入金 1,238,474 6,073,780

１年内償還予定の社債 130,000 130,000

１年内返済予定の長期借入金 4,229,613 7,120,653

未払法人税等 387,189 30,071

賞与引当金 46,383 48,247

その他 973,672 1,086,593

流動負債合計 7,934,277 14,861,810

固定負債   

社債 410,000 410,000

長期借入金 19,245,832 16,715,288

退職給付に係る負債 52,145 57,149

資産除去債務 123,939 343,033

その他 2,679,095 2,802,954

固定負債合計 22,511,013 20,328,424

負債合計 30,445,290 35,190,234

純資産の部   

株主資本   

資本金 836,478 837,570

資本剰余金 791,478 792,570

利益剰余金 9,260,300 9,100,341

株主資本合計 10,888,258 10,730,483

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,636 1,085

土地再評価差額金 838 838

その他の包括利益累計額合計 △798 1,924

純資産合計 10,887,460 10,732,407

負債純資産合計 41,332,750 45,922,642
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

売上高 11,295,225 4,591,076

売上原価 8,309,418 3,314,849

売上総利益 2,985,806 1,276,226

販売費及び一般管理費 ※ 1,406,938 ※ 1,061,294

営業利益 1,578,868 214,932

営業外収益   

受取利息 228 205

受取配当金 5,045 3,580

受取手数料 8,117 3,863

違約金収入 － 13,845

その他 17,769 30,705

営業外収益合計 31,161 52,200

営業外費用   

支払利息 156,167 167,237

支払手数料 51,178 10,180

その他 4,757 34,400

営業外費用合計 212,103 211,818

経常利益 1,397,926 55,314

特別利益   

固定資産売却益 － 43,015

特別利益合計 － 43,015

特別損失   

固定資産除却損 24,325 17,661

特別損失合計 24,325 17,661

税金等調整前四半期純利益 1,373,601 80,667

法人税、住民税及び事業税 337,326 21,110

法人税等調整額 64,077 4,233

法人税等合計 401,403 25,343

四半期純利益 972,197 55,323

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 972,197 55,323
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

四半期純利益 972,197 55,323

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 517 2,722

その他の包括利益合計 517 2,722

四半期包括利益 972,714 58,046

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 972,714 58,046

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,373,601 80,667

減価償却費 254,416 313,691

のれん償却額 13,975 57,169

受取利息及び受取配当金 △5,274 △3,786

支払利息 156,167 167,237

固定資産売却損益（△は益） － △43,015

棚卸資産の増減額（△は増加） △58,221 △5,870,791

仕入債務の増減額（△は減少） △1,873,085 △556,478

賞与引当金の増減額（△は減少） △664 1,863

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,898 5,003

固定資産除却損 24,325 17,661

その他 △187,656 209,832

小計 △299,517 △5,620,943

利息及び配当金の受取額 5,274 3,786

利息の支払額 △154,126 △154,918

法人税等の支払額 △888,984 △376,596

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,337,354 △6,148,672

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △733,358 △834,712

有形固定資産の売却による収入 － 56,350

有形固定資産の除却による支出 △5,574 △15,040

投資有価証券の取得による支出 △3,000 △3,001

貸付金の回収による収入 2,003 1,249

定期預金の増減額（△は増加） △150,562 15,897

出資金の払込による支出 △300 △100

投資活動によるキャッシュ・フロー △890,792 △779,356

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 4,768,000 1,168,800

長期借入金の返済による支出 △3,759,781 △814,804

株式の発行による収入 1,566,699 2,184

配当金の支払額 △106,520 △215,283

短期借入金の純増減額（△は減少） △631,038 4,841,806

リース債務の返済による支出 － △5,299

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,837,360 4,977,403

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △390,786 △1,950,625

現金及び現金同等物の期首残高 3,892,410 3,667,029

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,501,623 ※ 1,716,403
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

給与手当 228,720千円 264,017千円

退職給付費用 12,169 〃 13,874 〃

広告宣伝費 290,492 〃 60,241 〃

賞与引当金繰入額 28,502 〃 39,968 〃

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

現金及び預金 4,333,591千円 2,903,603千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △683,614 〃 △1,026,845 〃

引出が制限されている預金 △148,353 〃 △160,354 〃

現金及び現金同等物 3,501,623千円 1,716,403千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月30日

定時株主総会
普通株式 106,520 20.00 2022年３月31日 2022年７月１日 利益剰余金

 

２．基準日が前第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が前第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　当社は、2022年６月20日をもって東京証券取引所スタンダード市場に上場いたしました。上場にあたり、

2022年６月19日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式）による新株式1,700,000株の発行により、

資本金及び資本準備金がそれぞれ746,937千円増加しております。

　また、2022年７月20日付で、野村證券株式会社から第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出

し）による払込を受け、資本金及び資本準備金がそれぞれ35,545千円増加しております。

　さらに、前第２四半期連結累計期間において新株予約権の行使による払込みにより、資本金及び資本準備金

がそれぞれ5,746千円増加しております。

　この結果、前第２四半期連結会計期間末において資本金が833,228千円、資本剰余金が788,228千円となって

おります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 215,283 30.00 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

不動産開発・
賃貸事業

不動産開発・
販売事業

マンション
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,221,065 3,845,851 6,098,536 11,165,453 129,771 11,295,225

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 1,221,065 3,845,851 6,098,536 11,165,453 129,771 11,295,225

セグメント利益 458,667 1,072,702 385,830 1,917,200 25,169 1,942,370

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、飲食事業、損害保険代理店

業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,917,200

「その他」の区分の利益 25,169

全社費用（注） △363,501

四半期連結損益計算書の営業利益 1,578,868

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

不動産開発・
賃貸事業

不動産開発・
販売事業

マンション
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,422,887 1,965,333 1,057,793 4,446,015 145,061 4,591,076

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 1,422,887 1,965,333 1,057,793 4,446,015 145,061 4,591,076

セグメント利益 382,439 174,364 27,113 583,917 43,378 627,295

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、飲食事業、損害保険代理店

業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 583,917

「その他」の区分の利益 43,378

全社費用（注） △412,362

四半期連結損益計算書の営業利益 214,932

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　2023年１月20日に行われた株式会社エルアンドビーの株式取得による企業結合について、前連結会計年

度において暫定的な会計処理を行っておりましたが、当第２四半期連結会計期間に確定したため、前連結

会計年度との比較・分析にあたっては、暫定的な会計処理の確定による見直し後の金額を用いておりま

す。これにより、「不動産開発・販売事業」におけるのれんの金額が増加しております。なお、詳細につ

いては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載しており

ます。

 

 

（企業結合等関係）

（企業結合に係る暫定的な会計処理の確定）

　2023年１月20日に行われた株式会社エルアンドビーとの企業結合について、前連結会計年度において暫定的

な会計処理を行っておりましたが、当第２四半期連結会計期間に確定しております。

　この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報

において取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されております。

　この結果、暫定的に算定されたのれんの金額422,916千円は、会計処理の確定により401,445千円増加し、

824,361千円となっております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）
 

 報告セグメント

その他
（注）２

合計
 

不動産開発・
賃貸事業
（注）１

不動産開発・
販売事業

マンション
事業

計

売上高       

首都圏 44,788 － － 44,788 － 44,788

近畿圏 1,176,277 3,817,343 6,098,536 11,092,156 129,771 11,221,928

その他 － 28,508 － 28,508 － 28,508

顧客との契約から生じる

収益
1,221,065 3,845,851 6,098,536 11,165,453 129,771 11,295,225

外部顧客への売上高 1,221,065 3,845,851 6,098,536 11,165,453 129,771 11,295,225

（注）１．ほとんどが賃貸借契約に基づくリース収益でありますが、顧客との契約から生じる収益に含めて記載してお

ります。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、飲食事業、損害保険代

理店業等を含んでおります。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）
 

 報告セグメント

その他
（注）２

合計
 

不動産開発・
賃貸事業
（注）１

不動産開発・
販売事業

マンション
事業

計

売上高       

首都圏 151,131 1,011,722 3,434 1,166,288 － 1,166,288

近畿圏 1,271,756 924,009 1,054,359 3,250,125 145,061 3,395,186

その他 － 29,601 － 29,601 － 29,601

顧客との契約から生じる

収益
1,422,887 1,965,333 1,057,793 4,446,015 145,061 4,591,076

外部顧客への売上高 1,422,887 1,965,333 1,057,793 4,446,015 145,061 4,591,076

（注）１．ほとんどが賃貸借契約に基づくリース収益でありますが、顧客との契約から生じる収益に含めて記載してお

ります。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、飲食事業、損害保険代

理店業等を含んでおります。

３．当第２四半期連結会計期間より、事業動向の観点から、顧客との契約から生じる収益を分解した情報の区分

を「大阪、和歌山、兵庫、その他」から「首都圏、近畿圏、その他」に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報についても、変更後の区分

方法により作成しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 153円66銭 7円71銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 972,197 55,323

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
972,197 55,323

普通株式の期中平均株式数（株） 6,327,142 7,180,030

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 152円06銭 7円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 66,523 13,988

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

（注）　当社は、2022年６月20日に東京証券取引所スタンダード市場に上場したため、前第２四半期連結累計期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から前第２四半期連結会計期間末日までの平均株価を期

中平均株価とみなして算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月８日

ヤマイチ・ユニハイムエステート株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

大阪事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田邉　太郎

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 芝﨑　晃

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヤマイチ・ユニ

ハイムエステート株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年

７月１日から2023年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヤマイチ・ユニハイムエステート株式会社及び連結子会社の2023年９

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上
  

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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